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content.

２ 第９代 森平仁志町長に聞く 12 環境保健協会からのお知らせ

４ 第８代 茂原荘一町長が退任 14 教育のひろば　甘楽中学校の取り組み

６ 定額減税補足給付金を支給します 16 町のわだい　七夕に願いを　子育てサロン「さくらんぼ」

８ 地域おこし協力隊が行く 22 おしらせ版

（関連ページは２ページ）
７月23日、森平町政がスタート７月23日、森平町政がスタート



―
町
長
に
就
任
さ
れ
た
今
の
率
直
な
お
気

持
ち
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
20
年
ぶ
り
の
新
町
長
と
い
う
こ
と
で
、

改
め
て
責
任
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

―
町
の
強
み
や
魅
力
は
何
で
す
か
。

　

甘
楽
町
は
大
き
な
災
害
も
少
な
く
、

首
都
圏
へ
も
近
く
、
何
よ
り
も
町
民
の

皆
さ
ん
が
ま
ち
づ
く
り
に
一
生
懸
命
協

力
し
て
く
れ
る
姿
勢
が
あ
る
と
こ
ろ
が

一
番
の
強
み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
町
の
課
題
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　
甘
楽
町
に
限
ら
ず
人
口
減
少
は
ど
の

市
町
村
も
課
題
で
あ
り
、
若
い
世
代
が

減
っ
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。
町
に

若
い
人
が
暮
ら
し
た
い
と
思
え
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
や
商
工
業
な
ど
に
つ
い
て

は
、
事
業
継
承
の
難
し
さ
な
ど
も
あ
る

と
思
う
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
課

題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

ど
ん
な
町
に
し
て
い
き
た
い
で
す
か
。

　

い
つ
も
お
話
す
る
の
は「
近
き
者
悦

び
て
遠
き
者
来
た
る
」と
い
う『
論
語
』

の
中
の
孔
子
の
言
葉
で
す
。「
町
に
住
ん

で
い
る
人
が
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
、

幸
せ
だ
と
思
っ
て
く
れ
る
町
で
あ
れ
ば
、

必
然
と
遠
く
か
ら
も
人
が
集
ま
っ
て
町

に
移
り
住
ん
で
く
れ
る
」こ
と
を
念
頭

に
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
20
年
続
い
た
茂
原
前
町
長
が
行
っ

て
き
た
ま
ち
づ
く
り
の
良
い
流
れ
を
変

え
な
い
、
止
め
な
い
よ
う
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
や
教
育
、
福
祉
、
健
康
づ
く
り

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
は
１
日
で
は
答

え
は
出
ま
せ
ん
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
、
甘
楽
町
ら
し
さ
を
未
来

へ
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
町
民
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
無
投
票
当
選
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
声
に
誠
実
に
向
き
合
い
、

町
政
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
多
く
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た

だ
き
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
ま
ち
づ

く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、

甘
楽
町
ら
し
さ
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

甘
楽
町
ら
し
さ
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

森平仁志森平仁志
　７月23日に第９代甘楽町長に就任された　７月23日に第９代甘楽町長に就任された
森平仁志町長にまちづくりへの思いなどを聞森平仁志町長にまちづくりへの思いなどを聞
きました。きました。

INTERVIEW
町長に聞く町長に聞く

森平 仁志（もりだいら　ひとし）
プロフィール

甘楽町天引出身、63歳。
富岡高校、日本大学農獣医学部農業工学
科卒業後、甘楽町役場に入庁。総務課秘
書係長、企画課長などを経て、平成28年
に副町長に就任。７月７日執行の町長選
挙に無所属で立候補し、今回初当選。

第９代　甘楽町長第９代　甘楽町長
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議
会
議
員
再
選
挙

議
会
議
員
再
選
挙

当
選
者（
無
投
票
）

当
選
者（
無
投
票
）

　
甘
楽
町
議
会
議
員
再
選
挙
が
７
月
２
日
に
告
示
さ
れ
、
欠
員
２

に
対
し
て
届
出
者
２
人
で
、
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

　
任
期
は
７
月
８
日
か
ら
令
和
９
年
４
月
26
日
ま
で
で
す
。

中
條   

道
明

59
歳
・
小
幡

　
（
１
期
目
）

　

議
員
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
町
の
皆
さ
ん
の
声
を
幅

広
く
聞
き
、
町
政
に
届
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
子
育
て
に

や
さ
し
く
高
齢
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く

り
を
目
指
し
、
甘
楽
を
魅
力

溢
れ
る
町
に
す
る
た
め
、
誠

心
誠
意
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

な
か
じ
ょ
う　
み
ち
あ
き

萩
原   

一
章

67
歳
・
白
倉

　
（
１
期
目
）

　

議
員
数
が
定
数
に
満
た
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
最
も
身

近
な
議
会
と
し
て
由
々
し
き

事
態
で
あ
る
と
の
思
い
か
ら
、

再
選
挙
に
立
候
補
い
た
し
ま

し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
代

表
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を

し
っ
か
り
持
ち
、
職
責
の
遂

行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

は
ぎ
わ
ら　

  

か
ず
あ
き

●●    

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
健
康
づ
く

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
健
康
づ
く

り
推
進
と
福
祉
の
充
実

り
推
進
と
福
祉
の
充
実

●●    

子
育
て
と
教
育
の
充
実

子
育
て
と
教
育
の
充
実

●●    

農
業
と
商
工
業
の
事
業
継
承
支
援

農
業
と
商
工
業
の
事
業
継
承
支
援

●●    

甘
楽
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

甘
楽
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
整
備

ジ
周
辺
整
備

●●      

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
に

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
に

基
づ
く
事
業
推
進

基
づ
く
事
業
推
進

●●  

道
路
の
利
便
性
向
上

道
路
の
利
便
性
向
上

●●  

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
生
活
向
上

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
生
活
向
上

●●  

町
有
施
設
と
町
有
地
の
有
効
活
用

町
有
施
設
と
町
有
地
の
有
効
活
用

町

７月23日、支持者や職員が出迎える中、森平町長が初登庁７月23日、支持者や職員が出迎える中、森平町長が初登庁

職員を前に「町長訓示」

「
し
あ
わ
せ
ホ
ー
ム

「
し
あ
わ
せ
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
甘
楽
」の

タ
ウ
ン
甘
楽
」の

実
現
を
目
指
す

実
現
を
目
指
す

８
つ
の
柱

８
つ
の
柱



　
ま
ち
お
こ
し
プ
ラ
ン
策
定
協
議
開
始

　
同
プ
ラ
ン
住
民
懇
談
会
設
置

　
「
ま
ち
お
こ
し
プ
ラ
ン
」策
定

　
教
育
長
に
柴
山
豊
さ
ん
が
就
任

　
役
場
業
務
水
曜
日
２
時
間
延
長
開
始

　
町
有
施
設
の
利
用
者
負
担
導
入

　
ご
み
袋
の
有
料
化

　
行
政
連
絡
区
担
当
職
員
制
度
開
始

　
姉
妹
自
治
体
交
流
表
彰
で
総
務
大
臣

　
表
受
賞

　
町
制
施
行
50
周
年

　
「
甘
楽
町
民
の
日
」制
定

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
ス
タ
ー
ト

　
ま
ち
づ
く
り
定
住
応
援
金
ス
タ
ー
ト

　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所

　
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
認
定

　
幼
稚
園
給
食
無
料
化
ス
タ
ー
ト

　　
長
岡
今
朝
吉
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
館

　
「
道
の
駅
甘
楽
」オ
ー
プ
ン

　
ハ
ル
ビ
ン
市
友
好
交
流
20
周
年

　　
国
指
定
名
勝
楽
山
園
開
園

　
「
第
５
次
総
合
計
画
」が
ス
タ
ー
ト

　
秋
畑
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

　
お
休
み
処
信
州
屋
オ
ー
プ
ン

　
副
町
長
に
由
田
進
さ
ん
が
就
任

　
チ
ェ
ル
タ
ル
ド
市
友
好
親
善
姉
妹
都

　
市
協
定
30
周
年

　　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー「
愛
の
り
く
ん
」

　
本
格
運
行
開
始

　
燃
や
せ
る
ご
み
の
週
２
回
収
集
開
始

　
雄
川
堰
が
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産

　
に
選
定

　
須
田
賢
司
さ
ん
に
名
誉
町
民
の
称
号

　
「
か
か
あ
天
下–

ぐ
ん
ま
の
絹
物
語
」

　
が
日
本
遺
産
に
認
定（
町
内
の
構
成

　
文
化
財
３
件
）

　
町
長
が
群
馬
県
総
合
表
彰
受
賞

　
稲
葉
美
代
子
さ
ん
を
チ
ェ
ル
タ
ル
ド

　
市
海
外
駐
在
員
に
任
命

　
町
総
合
教
育
会
議
を
設
置

　
町
が
防
衛
大
臣
感
謝
状
受
賞

　
甘
楽
中
学
校
開
校

第８代 茂原荘一町長が退任　20年を振り返る第８代 茂原荘一町長が退任　20年を振り返る

茂
原
町
長　
ま
ち
づ
く
り
の
主
な
軌
跡

茂
原
町
長　
ま
ち
づ
く
り
の
主
な
軌
跡

　
甘
楽
町
の
発
展
と
ま
ち
づ
く
り
に

平
成
16
年
か
ら
５
期
20
年
に
わ
た
り

尽
力
さ
れ
た
茂
原
荘
一
第
８
代
甘
楽

町
長
が
、
７
月
22
日
付
け
で
退
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

初
当
選
時
か
ら「
こ
の
町
に
生
ま

れ
て
よ
か
っ
た
、
住
ん
で
よ
か
っ
た

と
思
え
る
町
づ
く
り
を
」と
の
思
い

を
抱
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
現

し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
町
政
は
新
町
長
へ
と
引

き
継
が
れ
ま
し
た
。

支持者や職員に見送られ、役場を後にする茂原町長

↖

平
成
18
年

平
成
19
年

平
成
20
年

平
成
16
年

平
成
17
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
21
年

平
成
22
年

平
成
26
年

平
成
27
年

▼
第
１
期

▼
第
２
期

▼
第
３
期

平
成
28
年
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副
町
長
に
森
平
仁
志
さ
ん
が
就
任

　
教
育
長
に
近
藤
秀
夫
さ
ん
が
就
任

　
福
島
北
防
災
広
場
完
成

　
第
20
代
群
馬
県
町
村
会
長
就
任

　
北
区
友
好
都
市
交
流
協
定
20
周
年

　
「
に
こ
に
こ
甘
楽
」オ
ー
プ
ン

　
町
制
施
行
60
周
年

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ニ
カ
ラ
グ
ア

　
共
和
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
決
定

　
町
長
が
群
馬
県
功
労
者
表
彰
受
賞

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
、
国

　
の
要
請
を
受
け
小
中
学
校
臨
時
休
校

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
と
し
て
多
く
の
施
策
に
取
り
組
む

　
甘
楽
ふ
る
さ
と
館「
せ
せ
ら
ぎ
の
湯
」

　
増
築

　
織
田
公
公
園
完
成

　　

甘
楽
富
岡
４
市
町
村「
定
住
自
立
圏

　
協
定
書
」締
結

　
ハ
ル
ビ
ン
市
友
好
交
流
30
周
年

　
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
経
済
農
林

　
委
員
長
に
就
任　

　　
小
中
学
校
給
食
費
無
料
化
ス
タ
ー
ト

　
「
第
６
次
総
合
計
画
」が
ス
タ
ー
ト

　
公
私
連
携
型「
か
ん
ら
保
育
園
」開
園

　
公
私
連
携
・
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

　
も
園「
め
ぶ
き
の
森
か
ん
ら
」開
園

　
関
東
町
村
会
長
に
就
任

　
農
林
水
産
省「
食
料
・
農
業
・
農
村

　
政
策
審
議
会
」臨
時
委
員
に
就
任

　　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
派
遣
覚
書
締

　
結

　
甘
楽
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

　
開
通

　
全
国
町
村
会
監
事
に
就
任

　
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」

　
チ
ェ
ル
タ
ル
ド
市
友
好
親
善
姉
妹
都

　
市
協
定
40
周
年

　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
推
進
協
議
会
設
立

　

　
平
成
の
市
町
村
大
合
併
の
嵐
が

吹
き
荒
れ
る
中
、
前
黒
沢
常
五
郎

町
長
が「
町
は
合
併
せ
ず
自
立
の

道
を
」と
議
会
の
了
承
を
得
て
決

定
し
た
あ
と
を
受
け
て
の
町
長
就

任
で
し
た
。

　
ま
ず
は
財
政
の
立
て
直
し
の
計

画「
ま
ち
お
こ
し
プ
ラ
ン
」に
よ
る

行
財
政
改
革
に
、
職
員
を
は
じ
め

多
く
の
町
民
の
皆
様
の
協
力
を
得

て
取
り
組
ん
で
何
と
か
乗
り
越
え

る
こ
と
が
き
ま
し
た
。感
謝
で
す
。

　
そ
し
て
町
制
施
行
50
周
年
の
記

念
事
業
や
、
第
５
次
総
合
計
画
の

「
キ
ラ
ッ
と
か
ん
ら
安
心
の
ま
ち
」

を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

60
周
年
を
迎
え
第
６
次
総
合
計
画
、

あ
た
た
か
な
ふ
る
さ
と「
し
あ
わ

せ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
甘
楽
」を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。

　
職
員
時
代
の
新
総
合
計
画
づ
く

り
か
ら
そ
の
実
行
に
努
め
て
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
多
く
使

わ
れ
た
言
葉
が『
歴
史
・
文
化
・

ゆ
と
り
・
心
・
元
気
・
安
心
・
し

あ
わ
せ
・
活
力
』な
ど
で
し
た
。

　
住
む
人
が
誇
り
を
も
っ
て
暮
ら

せ
る
町
、
町
民
の
皆
さ
ん
に「
い

い
町
だ
」と
言
っ
て
も
ら
え
る
町

を
目
標
に
取
り
組
ん
で
き
た
20
年

で
す
。

　
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り

に
携
わ
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い

ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
茂
原
町
長
　
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

オーガニックビレッジ宣言

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
30
年

令
和
３
年

令
和
４
年

令
和
６
年

平
成
31
年
・
令
和
元
年

令
和
２
年

令
和
５
年

▼
第
４
期

▼
第
５
期

↙

か
ん
ら
保
育
園
年
長
児
の
皆
さ
ん
が
お
別

れ
の
あ
い
さ
つ
に
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

【
関
連
は
16
ペ
ー
ジ
】
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　危険な暑さが予想される場合に、熱さへの「気
付き」を促し、熱中症への警戒を呼び掛ける「熱
中症警戒アラート」が発表されます。
　令和６年からは、一段上の「熱中症特別

3 3

警戒
アラート」の運用も始まりました。

※ 「熱中症警戒アラート」など
は環境省「熱中症予防情報
サイト」で確認できます→

定
額
減
税
補
足
給
付
金（
調
整
給
付
金
）を
支
給
し
ま
す    

■ 

住
民
課
住
民
税
係
☎

(64）
８
３
１
２

　
令
和
６
年
分
の
所
得
税
と
令
和
６
年

度
分
の
個
人
住
民
税
に
お
い
て
、
定
額

減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
給
与
の
天
引
き
な
ど
で
納
付
す
る
税

額
を
差
し
引
く
方
法
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
中
で
減
税
し
き
れ
な
い
と

見
込
ま
れ
る
人
に
そ
の
差
額
を
支
給
し

ま
す
。
対
象
者
に
は
、
８
月
中
に
通
知

し
ま
す
。

▼
対
象
者

　
令
和
６
年
１
月
１
日
時
点
で
町
に
住

所
が
あ
り
、
定
額
減
税
の
対
象
者
で
、

定
額
減
税
可
能
額
が
令
和
６
年
分
推
計

所
得
税
額
ま
た
は
令
和
６
年
度
分
個
人

住
民
税
所
得
割
額
を
上
回
る
人

　
た
だ
し
、
納
税
義
務
者
本
人
の
年
間

の
合
計
所
得
金
額
が
１
８
０
５
万
円
以

下
の
場
合
に
限
り
ま
す
。

※ 

定
額
減
税
前
の
課
税
が
住
民
税
非
課

税
ま
た
は
住
民
税
均
等
割
の
み
の
人

は
対
象
外
で
す
。

▼
減
税
対
象
人
数

　
納
税
義
務
者
本
人
お
よ
び
扶
養
親
族

（
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び
16
歳
未
満

の
扶
養
親
族
を
含
む
）の
人
数
で
す
。

な
お
、
国
外
居
住
者
は
除
き
ま
す
。

▼
支
給
方
法

 

● 「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
よ
る
公
金
受

取
口
座
」の
登
録
を
し
て
い
る
人

　
「
調
整
給
付
金
支
給
の
お
知
ら
せ
」を

送
付
し
ま
す
。
記
載
さ
れ
て
い
る
振
込

先
口
座
へ
の
支
給
に
問
題
が
な
け
れ
ば
、

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●「
公
金
受
取
口
座
」の
登
録
が
な
い
人

　
「
調
整
給
付
金
支
給
確
認
書
」を
送
付

し
ま
す
。
10
月
31
日
㈭
ま
で
に
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

税　別税　別 所得税分所得税分 個人住民税分個人住民税分

定額減税定額減税
可能額可能額

３万円×減税対象人数
（Ａ）

１万円×減税対象人数
（Ｂ）

支給額支給額

（Ａ）定額減税可能額
　－令和６年分推計所得税額＝❶
　※ 令和５年分所得などを基に推計

（Ｂ）定額減税可能額
　－令和６年度分個人住民税所得割額＝❷

支給額は、❶所得税分と❷個人住民税分の合計金額
（合計金額を１万円単位に切り上げ）

熱中症に注意しましょう熱中症に注意しましょう

　「定額減税補足給付金の支給」に関し、役場の
職員が電話などでATMの操作をお願いするこ
とや手数料の振込みを求めること、キャッシュ
カードの暗証番号を聞くことは、絶対にありま
せん。
　不審な電話を受けた際は「警察相談専用電話

（☎＃9110）」に電話するか、富岡警察署（☎62
－0110）へご相談ください。

給付金をかたった詐欺に注意！
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● できるだけ外出は控え、暑さを避けましょう
●  高齢者や子どもなど熱中症のリスクが高い人に声

かけをしましょう
●  昼夜を問わずエアコンを適切に使用しましょう
●  こまめに水分・塩分を補給しましょう
●  外での運動は、原則、中止や延期をしましょう

「熱中症警戒アラート」「熱中症特別
3 3

警戒アラート」が
発表されたら…



ニ
カ
ラ
グ
ア
へ
寄
贈
し
た
消
防
車
の
引
き
渡
し
式

　
 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■ 

企
画
課
企
画
調
整
係
☎

(74）
３
１
３
３

　
町
か
ら
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
エ
ル
・
ロ

サ
リ
オ
市
へ
寄
贈
し
た
消
防
車
の
引

き
渡
し
式
が
６
月
19
日
、
役
場
会
議

室
と
現
地
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
に
な
っ
た
ニ
カ
ラ
グ
ア
へ

町
使
節
団
が
訪
問
し
た
際
、
同
市
内

で
の
消
防
車
の
不
足
を
知
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
計
画
が
動
き
出
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
在
ニ
カ
ラ
グ
ア
日

本
国
大
使
館
や（
一
社
）日
本
外
交
協

会
な
ど
の
協
力
の
も
と「
草
の
根
・

人
間
の
安
全
保
障
無
償
資
金
協
力
」

を
活
用
し
消
防
車
を
左
ハ
ン
ド
ル
な

ど
に
改
造
し
て
、
今
年
１
月
に
町
か

ら
送
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

茂
原
前
町
長
は「
消
防
車
が
住
民

の
安
全
と
安
心
を
守
り
、
防
災
活
動

に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
と
と
も
に
、
今
後
も
ニ
カ
ラ
グ
ア

共
和
国
と
の
友
好
関
係
を
深
め
て
い

き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
推
進
協
議
会
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

■ 

産
業
課
農
林
係
☎

(64）
８
３
１
９

　
町
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
推
進
協
議
会
で
は
、

持
続
可
能
な
農
業
の
振
興
や
食
と
農
の

活
性
化
を
通
じ
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
「
有
機
野
菜
を
使
っ
た
ピ
ザ
づ
く
り

教
室
」が
６
月
26
日
、
甘
楽
ふ
る
さ
と

館
で
開
催
さ
れ
、
甘
楽
町
都
市
農
村
交

流
協
会
職
員
指
導
の
も
と
、
６
人
の
参

加
者
が
町
内
産
の
ズ
ッ
キ
ー

ニ
や
ト
マ
ト
、
バ
ジ
ル
な
ど

の
有
機
野
菜
を
使
っ
た
ピ
ザ

づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
７
月
６
日
に
は
、
甘
楽
ふ
る
さ
と
農

園
で「
有
機
栽
培
じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫

体
験
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
外
か

ら
36
人
が
参
加
し
、
同
農
園
管
理
人
か

ら
指
導
を
受
け
て
、
農
薬
と
化
学
肥
料

を
使
用
せ
ず
栽
培
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を

掘
り
起
こ
し
て
収
穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。

収
穫
後
に
は
、
ふ
か
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ

を
試
食
し
、
旬
の
お
い
し
さ
を
味
わ
い

ま
し
た
。

　
７
月
16
日
に
は
、
有
機
農
業
産
地
づ

く
り
推
進
事
業
講
演
会
が
ら
・
ら
・
か

ん
ら
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
伝
統
農
法

文
化
研
究
所
主
宰
・
農
学
博
士
の
木
嶋

利
男
さ
ん
を
講
師
に
迎
え「
コ
ン
パ
ニ

オ
ン
プ
ラ
ン
ツ
と
裏
ワ
ザ
」と
題
し
た

講
演
に
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
連
作

や
輪
作
の
有

効
性
、
混
植

に
向
く
野
菜

な
ど
、農
薬
・

化
学
肥
料
に

頼
ら
な
い
技

を
学
び
ま
し

た
。

多
面
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

多
面
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

有
機
農
業
・
有
機
農
産
物
へ
の
理
解
を
深
め
る

有
機
農
業
・
有
機
農
産
物
へ
の
理
解
を
深
め
る

モニター越しに式典を見守る町関係者モニター越しに式典を見守る町関係者

モニター画面モニター画面

在ニカラグア日本国大使館・
中村和人特命全権大使による
テープカット（エル・ロサリオ市）

異
国
の
地
で
新
た
な
使
命
を
担
い
、
走
り
続
け
る
消
防
車

異
国
の
地
で
新
た
な
使
命
を
担
い
、
走
り
続
け
る
消
防
車

土と触れ合い、
収穫の喜びを体感役立つ情報に耳を傾ける参加者

KanraOrganic
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反射材が配布され、夜間外出時の注意点などの
説明を受ける第１区おたっしゃ会の皆さん

　
昨
年
の
6
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
活
動
し
て
い
る
髙
で
す
。
生

ま
れ
親
し
ん
だ
大
阪
を
離
れ
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
大
変

良
く
し
て
い
た
だ
き
無
事
に
一
年
目
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
大
阪
で
は
キ
ム
チ
屋
を
営
み
、
将
来

は
自
分
で
栽
培
し
た
唐
辛
子
や
ニ
ン
ニ

ク
を
使
っ
た
商
品
を
作
り
た
い
と
い
う

想
い
か
ら
畑
を
借
り
て
独
学
で
試
行
錯

誤
し
て
い
ま
し
た
。
希
望
す
る
広
さ
の

畑
を
借
り
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
に
苦
慮

し
て
い
た
と
こ
ろ
見
つ
け
た
の
が
町
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
で
し
た
。

　
現
在
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

の
取
り
組
み
の
一
環
で
有
機
栽
培
す
る

オ
リ
ー
ブ
の
圃
場
管
理
の
手
伝
い
を
し

な
が
ら
、
有
機
野
菜
を
栽
培
し
新
規
就

農
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
初
め
の
う
ち
は
、
ふ
る
さ
と
農
園
で

草
刈
機
や
耕
運
機
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

の
操
作
方
法
や
畑
の
管
理
方
法
な
ど
農

業
の
基
礎
を
約
３
０
０
㎡
の
区
画
で
実

践
し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

　
農
業
研
修
で
は
、
多
く
の
ご
縁
を
い

た
だ
き
、
造
石
の
米
農
家
で
水
田
管
理

や
収
穫
・
脱
穀
作
業
を
、
秋
畑
の
サ
ツ

マ
イ
モ
農
家
で
は
中
山
間
地
の
斜
面
で

の
野
菜
栽
培
の
難
し
さ
や
干
し
芋
作
り

を
体
験
し
ま
し
た
。
有
機
農
家
の
皆
さ

ん
の
も
と
で
は
自
然
や
植
物
を
相
手
に

す
る
難
し
さ
、
そ
し
て
農
家
と
し
て
の

心
意
気
な
ど
を
日
々
学
ば
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
他
に
も
養
蚕
農
家
で

は
桑
葉
採
取
や
桑
葉
や
り
、
上
じ
ょ
う
ぞ
く蔟

※
、

収し
ゅ
う
け
ん

繭（
繭
を
蔟ま
ぶ
しか

ら
外
す
こ
と
）を
経
験

し
、
町
の
皆
さ
ん
が
か
つ
て
営
ま
れ
て

い
た
養
蚕
に
つ
い
て
少
し
で
は
あ
り
ま

す
が
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
１
年
間
を
振
り
返
り
、
甘
楽
町

で
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
町
の
こ
と
に
つ
い
て
深
く
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
携
わ
っ
て
く
れ
た
多

く
の
皆
さ
ん
に
は
改
め
て
感
謝
し
て
い

ま
す
。
２
年
目
は
目
標
達
成
に
向
け
て

一
層
気
を
引
き
締
め
て
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　地域おこし地域おこし
　  協力隊が行く　  協力隊が行く

「
自
家
栽
培
の
野
菜
で

　
お
い
し
い
キ
ム
チ
の
製
造
販
売
を
」

髙
こう

　勝
す ん ぼ

保 隊員

　７月16日、第１区住民センターに集まったお
たっしゃ会参加者を対象に「高齢者交通安全教室」
を実施しました。このほか、町内各地で交通安全
協会、交通指導員、富岡警察署の皆さんが交通ルー
ルの順守を呼び掛けました。

取り組みました
夏の県民交通安全運動

家庭でも みんなで語ろう 交通ルール家庭でも みんなで語ろう 交通ルール

※ 「上
じょうぞく

蔟」…蚕
かいこ

が繭となるための蔟
まぶし

（繭
づくり専用の器具）へ蚕を移す作業

有機野菜の生育状況をチェック

キムチを  試作中！
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あ りがとう! お元気で　ホリー先生りがとう! お元気で　ホリー先生
■ 問い合わせ　教育課学校教育係 ☎64-8323

　イギリス出身で、ＡＬＴ（外国語指導助手）のホリー・ワルダさんが７月で退任しました。
ホリーさんは約２年間、町内の小中学校などで英語を指導し町の英語教育の充実に努められ
ました。そして、町のさまざまな行事にも積
極的に参加しました。
　退任にあたり、町民の皆さんへのメッセージ
と思い出の写真を紹介します。

～ ホリー先生との思い出 ～～ ホリー先生との思い出 ～

ホリー・ワルダさん

武者行列
国交振主催の

書道教室に参加

小幡小学校

好きな日本食は
うな丼と

きな粉団子

甘楽中学校

さくらマラソン大会
２年連続出場♪

今後の予定は…
「来日前に結婚したパートナーと挙式
し、イギリスで生活を送る予定です」

広報かんら／2024.8.19



　町では、３歳児健診時にむし歯（治療歴も
含む）がなく口腔状態が優良な親子を表彰し
ています。令和５年度は74組の中から７組
を表彰しました。むし歯がないことは、かけ
がえのない財産です。大人も定期的に健診や
スケーリング（歯石取り）を受けましょう。
＜表彰者＞
　山田千春さん・柚寧ちゃん
　長坂彩也香さん・玲央くん
　山﨑恵理奈さん・理人くん
　大竹優香さん・奏ちゃん
　斎藤昌喜さん・蓮央くん
　田村弥美さん・倫太郎くん
　小金澤佳穂さん・律希くん

▶「むし歯予防教室」
　対象　１歳から４歳０か月までのお子さん
　日時　原則第４木曜日 午前９時～９時50分
　内容　歯科健診・ブラッシング指導・
　　　　フッ素塗布（希望者）
▶歯科衛生士による「歯科相談」
　対象　町内在住の人
　日時　原則第２金曜日　午前９時～11時30分

“良い歯”は一生の宝物

親子でむし歯ゼロ おめでとう

■ 問い合わせ　健康課保健係 ☎ 67-5159■ 問い合わせ　健康課保健係 ☎ 67-5159

　４月から、1歳6か月児健診・3歳児
健診でも希望する人にはフッ素塗布を
行っています。むし歯予防教室と併せて、
定期的に歯の管理をしましょう。

　「歯と口の健康フェア2024」が、６月２日、
富岡市子育て健康プラザで開かれ、青木文子
さん（金井）、橘　眞智子さん（小川）、根岸恒
重さん（秋畑）の３人が「8020賞」を受賞され
ました。「8020賞」は80歳以上で20本以上使
える歯が残っている人に贈られます。

「8020賞」おめでとうございます

歯に対するお悩みありませんか？　「にこにこ甘楽」にお出かけください歯に対するお悩みありませんか？　「にこにこ甘楽」にお出かけください

幼児健診で
　　　フッ素塗布を行います

氏　名 夫
妻 地　区

森田 憲一
ゑみ子 善慶寺

（敬称略）

金金
婚婚

　結婚50周年を迎えたご夫婦に
慶祝状と記念品を贈呈しました。

■ 福祉課福祉係 ☎67-5162

～ おめでとうございます ～

慶祝状は、写真たて（左）と額（右）のいずれか
を選べます。

「歯ブラシは常
に持ち歩き１日
３回磨くこと」

青木さん 橘さん
「うがいをして
からジェルを使
い磨くこと」

根岸さん
「歯磨きは欠か
さず、よく噛ん
で食べること」

令
和
六
年
二
月
一
日

令
和
六
年
二
月
一
日

む
し
歯
の
な
い
子
は

74
人
全
員
で
し
た
！

健康な歯の秘訣は？

　町内に引き続き５年以上お住ま
いのご夫婦で、婚姻の届出後50年
が経過した日以後、いつでも申請
することができます。
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青 少 推

朝
起
き
て　
元
気
い
っ
ぱ
い
の　
あ
い
さ
つ
を　
　
　
　
（
甘
楽
中
１
年　
太
附
結
心
）

「
あ
り
が
と
う
」　
そ
の
一
言
で　
ほ
っ
と
す
る　
　
　
　
（
甘
楽
中
２
年　
神
戸
陽
向
）

甘
楽
町
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
が
令

和
５
年
度
に
募
集
し
た「
家
庭
の
日
」標
語
の
優
秀

賞
作
品
で
す
。（
学
年
は
５
年
度・敬
称
略
）

毎月
第１日曜日
家庭の日

企業版ふるさと納税

●株式会社アスカ（高崎市）
　各事業の趣旨に賛同いただき、合計500
万円（世界へはばたけ甘楽の子応援事業に
200万円、給食費無料化事業に300万円）
を寄附されました。

茂
原
前
町
長
に
寄
附
金
を
手
渡
す

（
株
）ア
ス
カ
の
加
藤
秀
明
会
長（
右
）

善意に深く感謝し、
広く皆さんにお知らせします

（７月15日入金確認まで。公表希望の企業のみ掲載）

善意の紹介

●善慶寺農業用水利用組合
　18万978円寄付されました。

●加藤秀明さん（高崎市）
　アスカ教育基金に１００万円を
寄付されました。

善意に深く感謝し、
広く皆さんにお知らせします

■ 

現
金
で
前
納
す
る
場
合

　
「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
」に

同
封
さ
れ
て
い
る
前
納
用
納
付
書
を
使

用
し
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。（
前
納
用
納

付
書
に
は
種
類
が
あ
り
、「
前
納
」は
４

月
～
翌
年
３
月
分
、「
上
期
」は
４
月
～

９
月
分
、「
下
期
」は
10
月
～
翌
年
３
月

分
が
納
め
ら
れ
ま
す
。
各
納
付
書
に
記

載
の
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
）

■   

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

決
済
で
前
納
す
る
場
合

　
い
つ
で
も
申
し
込
み
で
き
、
口
座
振

替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
よ
る
立
替
納

付
開
始
時
か
ら
年
度
末（
２
年
納
付
を

選
択
し
た
場
合
は
翌
年
度
末
）ま
で
の

保
険
料
を
ま
と
め
て
納
付
で
き
ま
す
。

※ 

口
座
振
替
・
立
替
納
付
の
開
始
ま
で

に
１
～
２
カ
月
か
か
る
た
め
、
そ
れ

ま
で
は
納
付
書
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。

■  

問
い
合
わ
せ　
町
住
民
課
住
民
係

　

 

ま
た
は　
高
崎
年
金
事
務
所

　

 

☎ 

０
２
７（
３
２
２
）４
２
９
９

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ 

■ 

住
民
課
住
民
係
☎

（64）
８
３
１
４

前納方法 納付額 割引額

現 金 納 付
クレジットカード決済 101,050円 　830円

口 座 振 替 100,720円 1,160円

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
一
定
期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い（
前
納
）

す
る
こ
と
が
で
き
、
前
払
い
す
る
と
割
引
が
適
用
さ
れ
る
の
で
お
得
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の　
　
　
　
　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

町公式LINE
　町ではLINEを活用し、情報を発
信しています。友だち登録をして、
ぜひご利用ください。

登録は
こちらから→

■ 企画課情報政策係 ☎74ｰ3135

（１カ月の国民年金保険料）16,980円×６カ月（１カ月の国民年金保険料）16,980円×６カ月
毎月納めると…毎月納めると…101,880101,880  円円

前
納
制
度

前
納
制
度

【例】６カ月前納の場合【例】６カ月前納の場合

前払いで納めると…前払いで納めると…

詳
し
く
は
こ
ち
ら
か
ら
→

友だち募集中！
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町全体でごみはどのくらい出たかな？

環 境 保 健 協 会 か ら の お 知 ら せ
～ごみの資源化、分別収集にご協力いただきありがとうございます～～ごみの資源化、分別収集にご協力いただきありがとうございます～

町のごみ処理量の報告（令和５年度）町のごみ処理量の報告（令和５年度）

　　一般家庭から出る燃やせるごみ一般家庭から出る燃やせるごみ
　1,870トン　1,870トンってどのくらい？ってどのくらい？

vol.169

②�１人１日当たりの
ごみの量

①１世帯１週間当たりのごみの量

（１世帯１年間当たり約91.7袋）

（１袋４㎏で換算）

「紙類の分別」を「紙類の分別」を
　　　再確認しましょう　　　再確認しましょう

新聞紙とチラシは分けて
それぞれしばる

新聞紙・折り込みチラシ 段ボール雑誌・古本 飲料紙パック

箱類・包装紙など
一緒にしばるか、
紙袋に入れて出す

断面が
　　　　 のもの

カタログ誌・文庫
本・ノートなどを
一緒にしばる

段ボールだけを
まとめてしばる

中をすすぎ、開い
て紙パックだけを
まとめてしばる

▶ 写真アルバムなどは、金属類をはずして
燃えるごみで出してください。

46万7,500袋46万7,500袋

２
２
２
２
44
００
ト
ン
ト
ン

一般家庭一般家庭

タンスや机などの
粗大ごみ

事業所事業所

約413g約413g

約1.80袋約1.80袋

1,870トン1,870トン

16トン

354トン354トン

新聞紙　114トン

本・雑誌　87トン

段ボール・紙パック　75トン

ペットボトル　36トン

プラスチック類　30トン

古着リサイクル　23トン

金属・缶類・びん類など　125トン
燃
や
せ
な
い
ご
み

燃
や
せ
な
い
ご
み

燃
や
せ
る
ご
み

燃
や
せ
る
ご
み

資
源
ご
み

資
源
ご
み
４
９
０

４
９
０
ト
ン
ト
ン

５
４
５
４
ト
ン
ト
ン

ごみ袋（大）でごみ袋（大）で

資源ごみは、専門業者へ引き渡し、再商品
化を行っています。

雑がみ

12広報かんら／2024.8.1

町政の動き



  環境保健協会環境保健協会
　町環境保健協会（中野哲也会長）は、
環境保健支部長29人、区長会理事４人、
議会（総務文教常任委員）６人と町内全
戸の皆さんが会員となり構成されてお
り、１世帯当たり500円の年会費を負
担していただき活動しています。
　令和５年度決算の概要を紹介します。

　主な収入
　　会　費 3,944戸×500円＝1,972,000円
　　補助金（町リサイクル事業補助金など） 368,259円
　主な支出
　　ごみ収集所等環境対策費（各行政区へ） 877,600円
　　廃食用油回収事業奨励金（各行政区へ） 154,246円
　　リサイクル事業奨励金（PTAなどへ） 272,400円
　　コンポスト・水切容器など 626,422円
　　環境美化推進員反射ベスト 171,000円
　　各種看板代など 103,697円

環 境 保 健 協 会

皆さんのおかげで　1人１日当たりのごみ排出量皆さんのおかげで　1人１日当たりのごみ排出量

99  年連続�県内最少 !!年連続�県内最少 !!
　令和４年度の１人１日当たりのごみ排出量が公表され、甘
楽町は629㌘（県平均966㌘）と県内で最も少なく、ごみのリサ
イクル率は17.6％（県平均13.9％）でした。

■ 問い合わせ　住民課環境係 ☎64-8315

順位 市町村名 排出量（㌘）
１ 甘楽町 629
２ 南牧村 761
３ 下仁田町 763
４ 上野村 782
５ 昭和村 796

市町村別 1 人１日当たりの
排出量の状況（令和４年度）

町のごみ処理費用っていくら？（令和５年度）
ごみ処理の財源 ごみ処理にかかった費用

指定ごみ袋の販売収入 1,707万円

事業者からのごみ処理手数料 1,170万円

分別収集再商品化収入 517万円

町の一般財源から １億3,419万円

焼却・収集費用

埋め立て処分場にかかる費用

環境対策費用

焼却委託（富岡市清掃センター） １億32万円
※焼却委託料は１kg当たり44.6円
収集運搬委託 3,529万円
指定ごみ袋作成費など 1,204万円

処分場管理費など 1,004万円
選別回収・埋立業務委託 851万円

分別収集などの補助金 193万円

　令和５年度のごみ処理費用は１億6,813万円かかっており、
指定ごみ袋の販売収入など3,394万円をごみ処理費用に充て
ています。
　分別・リサイクルに引き続きご協力をお願いします。

合計　　　１億6,813万円 合計　　　１億6,813万円

広報かんら／2024.8.113



14

　
今
年
度
一
学
期
の
甘
楽
中
学
校
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
き
、
５
月
に
は
全
学
年
が
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
心
に
残
っ
た
修
学
旅
行
の
思
い
出
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

▲中学校HP

甘
楽
中
学
校
の
取
り
組
み

心
に
残
っ
た
修
学
旅
行

甘楽中学校
校 長 井上高広
生 徒 311人

一
組　
矢
島 

那
奈

　
東
武
ワ
ー
ル
ド
ス
ク
ウ
ェ
ア
で
は
、
今

後
自
分
が
旅
行
す
る
場
合
に「
行
っ
て
み

た
い
場
所
」の
夢
が
広
が
り
ま
し
た
。
日

光
東
照
宮
で
は
一
番
聞
い
て
み
た
か
っ
た

鳴
き
龍
の
声
が
聞
け
て
、
す
ご
く
う
れ
し

か
っ
た
で
す
！
こ
れ
で
、
運
が
上
が
る
と

い
い
で
す
！
行
き
帰
り
の
バ
ス
の
中
も
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

二
組　
越
田 

星
那

　
雨
の
お
か
げ
で
鳴
き
龍
の
音
の
響
き
が

と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
と
、
昔
の

人
の
建
築
技
術
の
す
ご
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

雨
の
旅
行
も
な
か
な
か
い
い
も
の
だ
な
と

実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
旅
行
で
新
し
い
友

達
が
で
き
て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。

三
組　
越 
陽
向
汰

　
東
武
ワ
ー
ル
ド
ス
ク
ウ
ェ
ア
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
国
の
建
造
物
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
ま
で
見
た
こ
と
も
聞
い
た

こ
と
も
な
い
よ
う
な
す
ご
い
建
築
物
ま
で

詳
し
く
見
ら
れ
て
、「
こ
こ
は
こ
う
な
っ
て

い
る
ん
だ
な
」と
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
組　
佐
俣 

壱
誠

　
修
学
旅
行
で
東
京
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

当
日
だ
け
で
な
く
下
調
べ
の
時
間
か
ら
と

て
も
充
実
し
て
い
て
、
友
達
と
の
楽
し
い

思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
東
京

で
は
甘
楽
町
に
は
な
い
景
色
を
見
て
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
高
の
修
学
旅
行

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
組　
藤
原 

陽
音

　
僕
は
こ
の
修
学
旅
行
で
協
力
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。
計
画
を
立
て

る
時
も
旅
行
の
当
日
も
み
ん
な
で
協
力
し

た
か
ら
成
功
し
た
修
学
旅
行
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
仲
間
と
助

け
合
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
き
た
い
で
す
。

三
組　
齊
藤 

麻
直

　
修
学
旅
行
は
学
級
四
役
が
中
心
に
な
っ

て
決
め
ま
し
た
。
そ
の
た
め
始
ま
る
前
は

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
始
ま
る
と

み
ん
な
笑
顔
で
、
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
不
安

が
な
く
な
り
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
最
高
の

修
学
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。

一
年
生

「
バ
ス
旅
行　
日
光
方
面
へ
」

二
年
生

「
バ
ス
旅
行　
東
京
へ
」

東武ワールドスクウェア東武ワールドスクウェア

日光東照宮日光東照宮

浅草寺雷門浅草寺雷門

スカイツリースカイツリー

上野公園入口上野公園入口
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一
組　
町
田 

さ
く
ら

　
修
学
旅
行
の
思
い
出
は
、
一
つ
に
絞
り

き
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
初

め
て
奈
良
・
京
都
に
行
き
、
銀
閣
寺
や
清

水
寺
な
ど
の
た
く
さ
ん
の
世
界
遺
産
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
、ま
た
、「
保
津
川
下
り
」

な
ど
の
貴
重
な
体
験
も
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
中
学
生
最
後
の
修
学
旅
行
で
、

最
高
の
思
い
出
が
作
れ
て
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

二
組　
大
河
原 

衣
恋

　

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
ト

ロ
ッ
コ
列
車
に
乗
っ
た
こ
と
で
す
。
ト

ロ
ッ
コ
列
車
か
ら
の
景
色
は
葉
の
緑
と
輝

く
川
が
合
わ
さ
っ
て
と
て
も
き
れ
い
で
し

た
。風
も
心
地
よ
く
て
、到
着
ま
で
が
あ
っ

と
い
う
間
で
し
た
。
み
ん
な
で
楽
し
め
る

と
て
も
貴
重
な
時
間
で
、
た
く
さ
ん
笑
い

合
っ
た
、
と
て
も
よ
い
思
い
出
で
す
。

三
組　
吉
田 

蓮

　
中
学
校
最
後
の
修
学
旅
行
は
楽
し
み
で

し
た
が
、
初
め
て
の
宿
泊
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、不
安
が
と
て
も
大
き
か
っ
た
で
す
。

し
か
し
、
学
級
目
標
の「U

nity

」を
胸
に

ク
ラ
ス
み
ん
な
が
団
結
し
合
う
こ
と
で
、

最
高
の
修
学
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
み
ん
な
で
支
え
合
い
、
楽
し
い
思

い
出
を
築
き
あ
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

四
組　
生
形  

悠
一
郎

　
僕
は
今
回
の
修
学
旅
行
で
、
日
本
の
深

く
長
い
歴
史
を
見
て
学
び
ま
し
た
。
東
大

寺
は
と
て
も
大
き
く
、
迫
力
満
点
で
し

た
。
境
内
は
参
拝
者
で
ご
っ
た
返
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
東
大
寺
の
強
い
存

在
感
は
健
在
で
し
た
。
ま
た
、
夕
食
後
に

京
都
タ
ワ
ー
か
ら
見
た
夜
景
も
強
く
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
僕
に
と
っ
て
唯
一
無

二
の
大
切
な
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

三
年
生

「
新
幹
線
の
旅　
奈
良
・
京
都
へ
」

　
『
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
』と
は
、
本

来
な
ら
ば
大
人
が
担
う
は
ず
の
家

事
や
家
族
の
世
話
な
ど
を
日
常
的

に
し
て
い
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も

の
こ
と
で
す
。

　
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
①
買
い

物
・
調
理
・
掃
除
・
洗
濯
な
ど
の

家
事
②
幼
い
き
ょ
う
だ
い
の
世
話

③
病
気
や
障
害
の
あ
る
家
族
の
見

守
り
や
介
護
④
日

本
語
が
話
せ
な
い

家
族
へ
の
通
訳
と

同
行
介
助
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
が
大
切

な
家
族
の
た
め
に

時
間
を
つ
く
り
、

家
の
手
伝
い
や
家
族
の
世
話
を
す

る
こ
と
は
と
て
も
す
ば
ら
し
い
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
追

わ
れ
学
生
生
活
を
満
喫
で
き
ず
、

子
ど
も
自
身
が
負
担
に
感
じ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
友
達
と
過

ご
す
楽
し
い
時
間
も
限
ら
れ
、
委

員
会
や
部
活
動
に
参
加
で
き
ず
に

悩
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

学
習
に
支
障
が
生
じ
不
登
校
傾
向

と
な
っ
た
り
、
疲
労
も
累
積
し
睡

眠
不
足
な
ど
心
身
の
健
康
に
も
悪

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
に
は
あ
り
ま
す
。

　
無
理
を
し
て
い
る
子
ど
も
と
そ

の
家
族
に【
家
族
だ
か
ら
当
た
り

前
、
支
え
あ
っ
て
当
然
】と
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
の
認
識

が
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
家
族

の
一
員
と
し
て
頼
ら
れ
て
や
り
が

い
を
感
じ
て
い

る
子
ど
も
の
存

在
を
尊
重
し
つ

つ
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
に
つ
い

て
理
解
を
深
め

る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
子
ど
も

の
年
齢
や
成
長
に
見
合
わ
な
い
責

任
や
負
担
を
、
大
人
は
負
わ
せ
な

い
で
ほ
し
い
の
で
す
。
子
ど
も
を

守
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
大
人
し

か
い
ま
せ
ん
。

　
「
理
解
し
て
ほ
し
い
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
」。
子
ど
も

た
ち
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

教育相談室教育相談室

◆問い合わせ◆問い合わせ
　教育課学校教育係　教育課学校教育係
　☎（64）8323　☎（64）8323

清水寺清水寺

銀閣寺銀閣寺

嵯峨野トロッコ列車嵯峨野トロッコ列車

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
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総務課行政係　☎74-3132

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

前
町
長
に
記
念
冊
子
を
手
渡
す
園
児

“町長先生ありがとう”　かんら保育園児が来庁

七夕に願いを　子育てサロン「さくらんぼ」
　にこにこ甘楽内にある子育て支援センター「にこにこキッ
ズかんら」は、主に乳幼児を持つ親子が気軽に集い交流でき
る場所として多くの皆さんが利用しています。
　カレンダー製作、ベビーマッサージ、音楽に合わせて体を
動かすリトミックなどのほか、民生委員・児童委員が子育て
を応援する子育てサロン「さくらんぼ」のイベントも毎月２回
行われています。

七夕飾りを製作する親子を見守る民生委員

　７月３日にはさくらんぼの「七夕製作＆笹に飾
ろう」が開かれ、親子16組が参加しました。親子
で協力して織姫と彦星の飾りを製作したり、短冊
に願い事を書いて笹に飾りました。
　息子の凛紅くんと参加した飯塚優香さんは「季
節のイベントを子どもに体験させてあげられ、い
ろんな人と触れ合うこともできるので、いつも参
加しています」と笑顔で話しました。一人一人の思いが込められた七夕飾りの前で記念の１枚

　茂原荘一町長が７月22日に退任するのを目前に控えた
11日、かんら保育園（妙見良子園長）の年長児17人がお別
れのあいさつをするために役場を訪れました。
　この日の当番の園児３人が「茂原町長せんせい ありがと
うございました！」と表紙に書かれた園児たちの貼り絵を
手渡すと、思いがけない訪問者のかわいらしいプレゼント
に「自宅で大切に飾ります。皆さんこれからも元気に過ご
してくださいね」と顔をほころばせました。
　その後、園児たちは茂原前町長と一緒に記念撮影をし
たり、町長室を見学したりして役場を後にしました。
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　国際交流活動や国際協力、地域における多文化共生の推
進に取り組んでいる甘楽町国際交流振興協会（長岡昭宏理
事長）では、多彩な事業を行っています。

多彩な活動を通じて国際交流

ワインボトルを使った照明の下で乾杯する参加者

　「社会を明るくする運動」富岡甘楽推進委員会が７月１日
に役場を訪問し、内閣総理大臣からのメッセージを富岡
甘楽保護区保護司会の佐藤 明さん（小川）が、群馬県更生
保護女性会員からのメッセージを町更生保護女性会の吉
田ひろ子さん（上野）がそれぞれ読み上げ、メッセージ伝
達を行いました。
　この運動は74回目を数え、犯罪や非行の防止と立ち直
りについての理解を深め、多くの人が力を合わせ、共に
支え合う地域社会を築こうと取り組んでいる全国的な運
動です。 メッセージを朗読する佐藤さん（左）

犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ

　６月29日、ら・ら・かんらで正しいごみの捨て方を知っ
てもらおうと町内の事業所で働く外国人を対象にごみの出
し方などのルールを学んでもらう教室を開きました。
　当日は、ベトナム、中国、カンボジア、インドネシア出
身の40人が参加し、始めにごみ出しのルールをまとめた動
画を視聴しました。その後、町環境係の職員が町指定のご
み袋があることや、ごみは種類ごとに分別して出すルール
になっていることなどを分かりやすく解説しました。参加
者は、熱心に説明に耳を傾けていました。 プラマーク表示のある製品の分別を説明

　６月14日、道の駅甘楽で５年ぶりに「ワインの夕べ」を
開催し、町内外から約60人が参加しました。
　友好親善都市であるイタリア・チェルタルド市直輸入の
11種類のワインがカウンターに並び、参加者は気に入っ
たワインを手に取り参加者同士の交流を楽しんでいました。
この日は道の駅甘楽名物の地粉を使った石窯焼きピザや町
内産の有機野菜を使ったサラダも提供され、ワインの味わ
いをより引き立てていました。

 ワインの夕べワインの夕べ

 はたらくための日本語講座はたらくための日本語講座
　　　　　　　　ごみの出し方教室　　　　　　　　ごみの出し方教室
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花の寄せ植えで町に彩りを
　甘楽町生活改善グループ連絡協議会（時澤初江会長）は６
月20日、町内施設に設置しているプランターの植え替え作
業を行いました。
　今回は、赤と黄色のケイトウやマリーゴールドなど４種
類の花を寄せ植えし、役場やにこにこ甘楽、楽山園、ふる
さと館など町内９カ所へ届けました。
　時澤会長は「夏にぴったりの鮮やかな色合いの花を寄せ
植えしました。甘楽町を訪れる人の目を楽しませ、元気に
してくれると思います」と話されました。

　甘楽町ソフトテニス連盟（外所淳也会長）と、北区ソフトテニ
ス連盟（髙川庚三会長）は６月22・23日、恒例の「北区・甘楽町
都市間スポーツ交流事業」を行いました。
　雨のため甘楽町体育館に場所を移し開かれた「ジュニアソフト
テニスアカデミー」には、町内外から約50人の選手が参加しま
した。講師には、共に元全日本選手権大会覇者である髙川経生
さん（ヨネックス男子監督）と浅川陽介さん（HY-PROJECT）を迎
え、実戦に役立つネット際でのプレー技術を中心に学びました。

トップ選手から
� 実戦技術を学ぶ
��～甘楽町・東京都北区
�����ソフトテニスで交流～

参
加
者
で
集
合
写
真

子どもたちに知識と安心を　小幡小PTA
　小幡小PTA（田村守会長）主催の防災教室が７月20日、
同校で開かれ、児童や保護者など約100人が参加しました。
　夏休み中の災害発生を想定し、子どもたちの安全意識を
高めることを目的に実施され、防災に関する「○×クイズ」
やアルファ米を使用した「非常食の試食」、地震の揺れを再
現する「起震車体験」、避難所でプライバシーの確保のため
に使用される「ダンボールルーム作り」を体験しました。
　起震車で震度７の揺れを体験した中 雪乃さん（６年）
は、「今まで経験したことのない揺れを感じ怖かったです。
いつ災害が起こるか分からないけれど、災害への備えが大
切だと思いました」と話しました。 アルファ米に水を注ぎ入れ、非常食づくりに挑戦
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群馬ジュニア
ハンドボールクラブ
県大会で３部門制覇！

　第10回群馬県小学生ハンドボール選手権大会が６月８日に
妙義総合体育館（富岡市）で開かれ、群馬ジュニアハンドボー
ルクラブ（齋藤英邦監督）が高学年女子の部で優勝し、全国大
会（８月１～４日・京都府京田辺市）への出場を決めました。
　また、同月23日に渋川総合公園体育館で開催された低学年
混合の部Aで群馬ジュニアブルーが、低学年混合の部Bで群馬
ジュニアグリーンがそれぞれ優勝しました。チーム力の高さを
十分に発揮した同クラブは見事に３部門制覇を果たしました。

低学年混合チーム（ブルー・グリーン）メンバー全国大会出場の高学年女子メンバー

スペインからのヒッチハイカーをおもてなし　
　スペイン・バルセロナからのヒッチハイカー６人が、雨が
降り出しそうな７月11日の夜、食べ物と野宿する場所を求
めて小幡地区の飲食店や役場を訪れました。
　彼らは４カ月間におよぶ世界旅行の途中でお金を節約して
おり、それを知った多くの人の思いやりがつながり、居酒屋
みやもんで食べ物を、道の駅甘楽では寝る場所を無料で提供
してもらい、町で思い出に残る一夜を過ごしました。
　彼らは「この町の人は親切で、温かい歓迎に感謝していま
す」と話し、そのおもてなしに感動した様子でした。翌朝、
６人はこんにゃくパークに立ち寄り、旅路に甘楽町での思い
出を新たに加え、東京に向けて旅立ちました。

（一財）甘楽町都市農村交流協会
理事長　三木純一さん

「よく甘楽町に来てくれました。
来てくれたからには最大限のお
もてなしをしたいと思いました。
ヒッチハイクをしているという彼らの旅の趣旨を
理解し、宿泊施設ではなく松井家住宅を提供しま
した。築100年以上の伝統的な農家造りで日本文
化を感じてもらえたのではないかなと思います」

居酒屋みやもん
宮本重男さん（小幡）

「最初は言葉が通じず驚きましたが、
困っている状況と彼らが素直な子
達ということは伝わってきたので、
力になりたいと思いました。お金がないことが分かり、
おにぎりなどを渡し、氷水を口にした時は安心した
様子で笑顔が見えました。無事に一晩を過ごしたと
聞きほっとしました。いい旅になるといいですね」

一夜明け、道の駅甘楽の敷地内にある
松井家住宅の縁側で笑顔を見せる６人
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小幡駐在所
川嶋健二さん

健
康
か
ん
ら
21（
第
４
次
）を
策
定
し
ま
し
た
⑤

■ 

健
康
課
保
健
係
☎

(67）
５
１
５
９

保
健
師
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス 　
　
　
　
　
　
　

連載
№170

　
町
に
お
け
る
令
和
４
年
の
死

亡
原
因
は
、
第
１
位
が
悪
性
新

生
物（
が
ん
な
ど
）23
・
９
％
、
第

３
位
心
疾
患
９・９
％
、
第
４
位

脳
血
管
疾
患
５
％
な
ど
で
生
活

習
慣
病
に
関
連
す
る
も
の
が
約

40
％
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
生

活
習
慣
病
予
防
と
早
期
発
見
・

治
療
に
重
要
な
の
が
、
健
康
診

断（
健
診
）や
が
ん
検
診
で
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
町
や

職
場
で
年
に
一
度
健
診（
人
間

ド
ッ
ク
な
ど
）を
受
け
て
い
る

人
は
、
回
答
者
４
６
３
人
の
う

ち
３
５
６
人（
76
・
９
％
）で
し

た
。
受
け
て
い
な
い
と
答
え
た

人
は
90
人（
19
・
4
％
）で
、
特

に
20
代
・
70
代
・
80
代
に
健
診

を
受
け
て
い
な
い
人
が
多
く
い

ま
す
。

　
健
診
を
受
け
な
い
理
由
と
し

て
、「
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い

る
」と
答
え
た
人
が
約
半
数
を

占
め
ま
し
た
。【
表
１
】

　
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
る

か
ら
健
診
は
必
要
な
い
と
思
う

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

治
療
中
の
病
気
に
関
す
る
検
査

と
健
診
の
検
査
内
容
は
異
な
る

場
合
が
あ
り
、
特
定
健
診
や
後

期
高
齢
者
基
本
健
診
は
治
療
中

の
人
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
健
診
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
主
治
医
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
若
い
人
は
健
康
に
自

信
が
あ
る
な
ど
の
理
由
で
受
け

な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
若

い
う
ち
か
ら
自
身
の
健
康
に
関

心
を
持
ち
、
生
活
習
慣
病
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

 

健（
検
）診
を
受
け
ま
し
ょ
う 

　

町
で
は
今
年
度
の
集
団
健

（
検
）診
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
が
ん
検
診
」や
19
～
39
歳
を
対

象
と
し
た「
に
こ
に
こ
健
診
」を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
人
は
保
健
係
に
電
話
ま
た

は
電
子
申
請
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
今
年
も
ま
だ
ま
だ
信
じ
ら
れ

な
い
よ
う
な
暑
さ
が
続
い
て
い

ま
す
。
楽
し
い
夏
休
み
で
す

が
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
は
油

断
は
禁
物
で
す
。
交
通
ル
ー
ル

を
し
っ
か
り
と
守
っ
て
、
交
通

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
十
分

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
暑
さ
に
よ
る
疲
れ
や
熱
中
症

な
ど
の
体
調
不
良
は
、
思
わ
ぬ

事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
眠
気

や
体
調
に
違
和
感
を
感
じ
た
と

き
は
、
集
中
力
が
切
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ち
ゅ
う
ち
ょ
せ
ず
に

休
憩
を
と
る
か
、
運
転
を
交
代

し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

  

夏
休
み
期
間
は
、
子
ど
も

  

と
の
交
通
事
故
に
注
意

　
夏
休
み
期
間
は
昼
間
で
も
子

ど
も
た
ち
の
通
行
が
あ
る
の
で
、

安
全
な
速
度
と
安
全
確
認
の
徹

底
を
お
願
い
し
ま
す
。
横
断
歩

道
は
歩
行
者
優
先
で
す
。
横
断

し
よ
う
と
す
る
歩
行
者
が
い
る

場
合
に
は
必
ず
停
止
し
、
安
全

に
渡
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
夜
間
に
は
上
向
き
ラ
イ
ト
を

小
ま
め
に
活
用
し
て
、
道
路
上

の
危
険
を
早
期
に
発
見
で
き
る

よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
楽
し
い
夏
休
み
を
満
喫
す
る

た
め
に
、
い
つ
も
以
上
の
安
全

運
転
の
実
施
を
お
願
い
し
ま

す
。

夏
休
み
中
の

交
通
事
故
防
止

にこにこ健診（1,000円で受診可能）にこにこ健診（1,000円で受診可能）
対　　象　　 19～39歳（昭和60年４月２日

～平成18年４月１日生まれ）
内　　容　 　問診・身体計測・血圧測定・
　　　　　　診察・血液検査・尿検査

【表１】健診を受けない理由は？
回答者88人（複数回答）

医療機関にかかっている 41人
検査を受けるのが嫌 21人
受ける必要性を感じない 16人
時間がない 10人
結果を知るのが怖い ７人
経済的な理由 ５人
健康には自信がある ５人

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果～健

康
診
断
～ 

が
ん
検
診
の
申
請
は

こ
ち
ら
→

←にこにこ検診の申請はこちら
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NEW▶▶▶ 図書館に新しく入った本甘楽町図書館
開館　午前９時～午後７時

70-4660
rarakanra@town.kanra.lg.jp

▶お知らせ
　【８月の休館日】
　５日（月）、13日（火）、19日（月）、26日（月）

▶夏の特別展示

　今回は、町のシンボルについてご紹介します。

町発足65周年

★絵本作家　せきぐちひろみさん
　読み聞かせ＆ワークショップ♪
　『オリジナルスケッチブックを作ろう！』
　　８月31日(土)

　※ 詳細は図書館のホームページやチラシで
お知らせします。お楽しみに！

　町章は昭和35年１月22日に制定されました。円型と上部両
端で「甘」を、両端のみで「ラ」を表し、中央の丸は町の円満・平
和を意味しています。全体の形は平和の象徴である「ハト」や鳥
獣の長である「ワシ」の飛行の様子を表し、その鋭い羽ばたきを
もって「甘楽町」の飛躍発展を図る願いが込められています。

町の木　あかまつ

★「平和祈念展」　　８月２日(金)～16日(金)
★ 絵本「おふろさん」パネル展
　（さく せきぐちひろみ）
　　８月17日(土)～９月３日(火)

町の花　そめいよしの 町の鳥　きじ

世 帯 5,135
(６）

人 口 12,403
(△９)

男 6,173
(２)

女 6,230
(△11)

転 入 20

転 出 21

出 生 １

死 亡 ９

６月３0日現在
（前月末比）

了
巷
説
百
物
語

京
極 

夏
彦 

著
／

K
A
D
O
K
A
W
A

首
木
の
民

誉
田 

哲
也 

著
／

双
葉
社

「
ペ
ッ
ト
ロ
ス
」は
乗
り

こ
え
ら
れ
ま
す
か
？

濱
野 

佐
代
子 

著
／

K
A
D
O
K
A
W
A

お
う
ち
で
作
れ
る
実
験

ス
イ
ー
ツ
レ
シ
ピ
２

sachi_hom
em

ade 

著

／
翔
泳
社

お
べ
ん
と
う
ば
こ
さ
ん

で
す
。

と
よ
た 

か
ず
ひ
こ 

さ
く
・
え

／
童
心
社

テ
ン
ト
ー
む
し

鈴
木 

の
り
た
け 

著
／

白
泉
社

少年は空に取りつかれた 古本とお菓子がつなぐ
あったか短編集

やっぱり、うどんだいねぇ準備のタイムスケジュー
ルがすごい！

メリークリスマス！
ハリポタ初の公式図鑑

12がつになりました。うさぎ
さんはじゅんびをはじめます

化けの皮、見切った！
妖怪時代小説ここに完結

本当の悪とは？経済＆
警察小説

観察やまとめ方のコツ
も掲載

誰でも起こりうるロス、
グリーフ（悲嘆）ケアに

テント完成！なにして
遊ぶ？

おべんとうばこさん、
あいてますか～

祝

イベントイベント

お
わ
り
の
こ
う
せ
つ
ひ
ゃ
く
も
の
が
た
り

く
び
き　
　

 

た
み

①午前10時30分～
②午後２時～

No imageNo image

No imageNo image

No imageNo image
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「
商
工
会
夏
祭
り
」お
よ
び「
甘
楽
町

花
火
大
会
」の
開
催
に
伴
い
、
に
こ
に

こ
甘
楽（
甘
楽
町
多
世
代
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
）の
業
務
時
間
は
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。

◎
夏
祭
り
・
花
火
大
会
が
14
日
㈬
の
場
合

窓
口
業
務（
健
康
課
・
福
祉
課
）　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
水
曜
日
延
長
業
務
は
行
い
ま
せ
ん
。

入
浴
施
設　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
受
付
：
午
後
４
時
30
分
）

◎
夏
祭
り
・
花
火
大
会
が
翌
日
15
日
㈭

に
延
期
と
な
っ
た
場
合

窓
口
業
務（
健
康
課
・
福
祉
課
）　

14
日
㈬
は
通
常
ど
お
り
午
後
７
時
15
分

ま
で
水
曜
日
延
長
業
務
を
行
い
ま
す
。

入
浴
施
設　
14
日
㈬
は
通
常
ど
お
り
午

後
６
時
ま
で
営
業
し
ま
す
。
15
日
㈭
の

営
業
終
了
時
間
は
午
後
５
時（
最
終
受

付
：
午
後
４
時
30
分
）と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

に
こ
に
こ
甘
楽 

健
康
課
・
福
祉
課

☎
(67)
７
６
５
５（
代
表
）

甘
楽
町
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
(74)
５
７
０
０

◎  

児
童
扶
養
手
当

受
給
資
格
者　
次
の
①
〜
⑨
の
支
給
要

件
に
該
当
す
る
18
歳
以
下
の
児
童
（
障

が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）
を
養

育
し
て
い
る
母
か
父
、
ま
た
は
父
母
に

代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人

※
支
給
期
間
は
、
児
童
が
18
歳
に
な
っ

た
年
度
の
末
日
ま
で
（
児
童
に
障
が
い

が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）と
な
り
ま
す
。

①
父
母
が
離
婚

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡

③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
者

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
不
明

⑤
父
ま
た
は
母
か
ら
１
年
以
上
遺
棄

⑥
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
Ｄ
Ｖ
保

護
命
令
を
受
け
た
児
童

⑦
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁

⑧
未
婚
の
母
の
子

⑨
父
母
と
も
に
不
明
（
孤
児
な
ど
）

◎  

特
別
児
童
扶
養
手
当

受
給
資
格
者　
身
体
ま
た
は
精
神
に
あ

る
程
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
児
童

（
20
歳
未
満
）
を
監
護
し
て
い
る
父
か

母
、
ま
た
は
養
育
し
て
い
る
人

〜  

共
通
事
項  

〜

◆
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
児
童
が
障
が
い
を
事
由
と
す
る
公
的

年
金
を
受
給
で
き
る
場
合
や
児
童
福
祉

施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
支
給
要
件
を
満
た
し
て

い
て
受
給
し
て
い
な
い
人
は
、

福
祉
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

現
況
届
・
所
得
状
況
届
を
忘
れ
ず
に

　

す
で
に
受
給
し
て
い
る
人
は
、
毎
年

８
月
に
現
況
届
・
所
得
状
況
届
の
提
出

が
必
要
な
た
め
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
に
こ
に
こ
甘
楽

福
祉
課
福
祉
係　

☎
(67)
５
１
６
２

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

◇
県
内
の
町
村
に
在
住

◇
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
相
当
、
低

所
得
子
育
て
世
帯（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）

◇
今
年
度
、
高
校
３
年
生
ま
た
は
中
学

３
年
生
な
ど
受
験
資
格
を
持
つ
、
申
請

時
点
で
20
歳
未
満
の
子
の
養
育
者

対
象
経
費　
今
年
度
に
支
払
っ
た
次
の

費
用（
１
人
あ
た
り
上
限
額
）

①
大
学
、
短
期
大
学
、
専
修
学
校（
専

門
課
程
）、
高
等
専
門
学
校（
４
年
時
）

な
ど
を
受
験
す
る
際
に
支
払
う
受
験

料
：
５
万
３
０
０
０
円

②
進
学
に
向
け
て
受
験
す
る
模
擬
試
験

料
：
高
校
３
年
生（
８
０
０
０
円
）、
中

学
３
年
生（
６
０
０
０
円
）

申
請
方
法　

◇
申
請
方
法
や
申
請
窓
口
、
必
要
書
類

な
ど
の
詳
細
は
現
時
点
で
未
定
の
た
め
、

決
ま
り
次
第
、
群
馬
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
周
知
し
ま
す
。

◇
申
請
に
は
受
験
校
名
、模
擬
試
験
名
、

受
験
料
の
領
収
金
額
、
受
験
者
名
ま
た

は
支
払
者
名
が
必
要
と
な
る
た
め
、
申

請
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
福
祉
係

☎
(67)
５
１
６
２

カット_おしらせ

カット_その他

カット_講演

カット_若葉

カット_カレンダー

カット_ノート

カット_試験

カット_募集

カット_クラッカー

カット_家族

カット_手のひら

カット_本

         
         

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

児童扶養手当

特別児童扶養手当

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の

受
験
料
・
模
擬
試
験
料
補
助

群馬県ホームページ

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
ご
案
内

に
こ
に
こ
甘
楽
よ
り

業
務
時
間
の
お
知
ら
せ

詳しくはこちら

おしらせ版 No.1272
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町
内
に
定
住
ま
た
は
町
内
企
業
に
勤
務

す
る
人
の
奨
学
金
返
還
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
者  

▼
大
学
な
ど（
大
学
・
短
大
・
専
修
・

大
学
院
）を
卒
業
し
、
日
本
学
生
支
援

機
構
か
ら
貸
与
さ
れ
た
奨
学
金
を
返
還

し
て
い
る
人

▼
町
内
に
住
所
を
有
し
、
ま
た
は
町
内

企
業
に
正
規
雇
用
さ
れ
勤
務
す
る
人

▼
４
月
１
日
現
在
で
30
歳
未
満
の
人

※
公
務
員
を
除
き
ま
す
。

助
成
金
額　
年
度
内
に
返
還
し
た
奨
学

金
の
２
分
の
１
以
内
で
、
上
限
額
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
最
長
５
年
間
支
援
）

①
町
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
町
内

企
業
に
勤
務
す
る
人 

…
12
万
円

②
町
内
に
住
所
を
有
し
、
町
外
企
業
に

勤
務
す
る
人 

… 

10
万
円

③
町
外
に
住
所
を
有
し
、
町
内
企
業
で

勤
務
す
る
人 

… 

２
万
円

申
請
受
付
期
限　
９
月
30
日
㈪

申
請
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
企
画
調
整
係　

☎
(74)
３
１
３
３

　

１
月
４
日
か
ら
行
っ
て
き
た
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
の
義
援
金
の
受
付
を

６
月
末
日
で
終
了
し
、
町
内
６
施
設
に

総
額
63
万
７
３
６
９
円
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ

て
被
災
者
支
援
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

多
く
の
善
意
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
１
日
も
早
い
被
災
地
の
復
興
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
庶
務
係

☎
(74)
３
１
３
１

勤
務
場
所　
公
立
富
岡
総
合
病
院
ま
た

は
公
立
七
日
市
病
院

採
用
職
種
・
採
用
予
定
人
数　

事
務
職
員（
一
般
事
務
、
社
会
福
祉
士
）　

各
若
干
人

採
用
予
定
日　
令
和
７
年
４
月
１
日

受
験
資
格

年
齢
要
件
あ
り
。
社
会
福
祉
士
は
該
当

職
種
免
許
を
有
す
る
人
ま
た
は
採
用
予

定
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

申
込
受
付
期
限

８
月
16
日
㈮
ま
で

▼
持
参
の
場
合
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分▼
郵
送
の
場
合
、
必
着

試
験
日　

一
次　

８
月
31
日
㈯

二
次　

10
月
２
日
㈬

試
験
方
法　

適
性
検
査
・
小
論
文
試

験
・
教
養
試
験
・
面
接
試
験

申
込
用
紙
の
交
付　
公
立
富
岡
総
合
病

院
総
務
課
で
交
付
し
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

公
立
富
岡
総
合
病
院 

総
務
課
職
員
係　

〒
３
７
０
‐
２
３
９
３　

富
岡
市
富
岡
２
０
７
３
‐
１　

☎
(63)
２
１
１
１

　

楽
山
園
を
は
じ
め
と
す
る
甘
楽
町
の

情
景
や
感
動
を
俳
句
に
し
た
た
め
て
投

句
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

８
月
１
日
㈭
〜
10
月
31
日
㈭

投
句
場
所　
楽
山
園
番
所
・
楽
山
園
凌

雲
亭
・
松
浦
氏
屋
敷
・
道
の
駅
甘
楽

※
投
句
用
紙
・
投
句
箱
は
各
投
句
場
所

に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

表
彰
発
表　
優
秀
作
品
に
は
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

※
過
去
の
入
選
作
品
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
課
文
化
財
保
護
係

☎
(64)
８
３
２
４

    
         
     

試　

験

試　

験

カット_おしらせ

カット_その他

カット_講演

カット_若葉

カット_カレンダー

カット_ノート

カット_試験

カット_募集

カット_クラッカー

カット_家族

カット_手のひら

カット_本

甘楽町役場　　☎74 - 3131（代）　 FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎67 - 7655（代）     FAX  67 - 7066（代）

第
33
回
楽
山
園
投
句
会

『
秋
』
開
催
中

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

義
援
金
の
受
付
終
了

甘
楽
町
奨
学
金
返
還
支
援
助
成
金

（
か
ん
ら
未
来
人
財
応
援
事
業
）

過去の入選作品

詳しくはこちら

    
            

募　

集

募　

集

カット_おしらせ

カット_その他

カット_講演

カット_若葉

カット_カレンダー

カット_ノート

カット_試験

カット_募集

カット_クラッカー

カット_家族

カット_手のひら

カット_本

令
和
６
年
度 

富
岡
地
域
医
療

企
業
団
職
員
採
用
試
験

詳しくはこちら
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〜
第
66
回
甘
楽
町
体
育
大
会
〜

開
催
日  

９
月
８
日
㈰ 

場
所　
ふ
れ
あ
い
の
丘
陸
上
競
技
場

参
加
費　
無
料

競
技
方
法　
２
ラ
ウ
ン
ド
制
：
１
ラ
ウ

ン
ド
８
ホ
ー
ル　

全
16
ホ
ー
ル

競
技
規
則　
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

協
会
制
定
の
競
技
規
則
を
準
用

※
一
部
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
あ
り

参
加
資
格　
町
内
在
住
・
在
勤
者

申
し
込
み
方
法　
８
月
19
日
㈪
ま
で
に

チ
ー
ム
ま
た
は
個
人
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

教
育
課
社
会
教
育
係

☎
(64)
８
３
２
５

期
日　
10
月
２
日
㈬

場
所　
小
幡
郷
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

時
間　
開
会
式
：
午
前
７
時
10
分

ス
タ
ー
ト
：
午
前
７
時
30
分　

Ｏ
Ｕ
Ｔ

・
Ｉ
Ｎ

参
加
費　
２
５
０
０
円（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

含
む
、
返
金
不
可
）

プ
レ
ー
費　
７
５
０
０
円（
食
事
・
乗

用
カ
ー
ト
付
、
税
込
み
）個
人
払
い

競
技
方
法　
18
ホ
ー
ル
・
新
ペ
リ
ア
方
式

募
集
人
員　

30
組
１
２
０
人（
申
し
込

み
順
）

参
加
対
象　
会
員
・
従
業
員
お
よ
び
町

内
在
住
・
在
勤
者

申
し
込
み
方
法　
８
月
30
日
㈮
ま
で
に

参
加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

甘
楽
町
商
工
会

☎ 
(74)
３
３
１
１

FAX 
(74)
６
４
２
２

　

９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」で
す
。
不

慮
の
事
故
や
急
病
か
ら
大
切
な
生
命
を

守
る
に
は
、
適
切
な
応
急
手
当
が
必
要

で
す
。
そ
こ
で
救
急
医
療
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
救
急
車
の
展
示
も

行
い
ま
す
。
多
く
の
人
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
９
月
７
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容
・
講
師

①
高
齢
者
と
小
児
の
窒
息
に
つ
い
て

・
公
立
富
岡
総
合
病
院　

耳
鼻
咽
喉
科　

診
療
部
長　

 

松
井 

伸
一
郎 

氏

②
子
ど
も
の
病
気
と
ホ
ー
ム
ケ
ア 

・ 

い
ま
い
ず
み
小
児
科　

院
長　

今
泉 

友
一 

氏

③
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド

〜
勇
気
あ
る
行
動
が
命
を
救
う
〜

・
富
岡
消
防
署
職
員

参
加
費　
無
料

※
託
児
を
希
望
す
る
場
合
は
９
月
４
日

㈬
ま
で
に
下
記
の
二
次
元

コ
ー
ド
よ
り
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部　

警
防
課

☎
(62)
４
３
３
３

　

あ
な
た
の
家
族
や
友
人
が
、
突
然
目

の
前
で
意
識
を
失
い
倒
れ
た
時
、
救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
、
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
適
切
な
応
急
手
当

を
行
え
ば
、
尊
い
命
を
助
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
般
の
人
に
も
救

命
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
自
動
体
外
式

除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を
含

め
た
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
応
急
手
当
を

習
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
普
通
救
命
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時  

８
月
18
日
㈰ 

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　
富
岡
消
防
署
３
階

富
岡
市
富
岡
１
９
２
２
‐
７

内
容　
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
心
肺
蘇
生

法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱
い
、
止
血
法
な
ど
）

対
象
者　
富
岡
市
・
甘
楽
郡
内
に
在
住
、

在
勤
ま
た
は
在
学
の
人

定
員　

 

先
着 

20
人

受
講
料　
無
料

修
了
証    

講
習
終
了
後
即
日
交
付

申
込
期
限　
８
月
15
日
㈭
ま
で

そ
の
他　
咳
や
発
熱
な
ど
体
調
不
良
が

あ
る
場
合
は
受
講
を
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
マ
ス
ク
着
用
・
手
指
消
毒

な
ど
感
染
予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

富
岡
消
防
署

☎
(62)
４
３
２
５

商
工
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
参
加
者
募
集

親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

ホームページ

    
            

講
座
・
講
習

講
座
・
講
習

カット_おしらせ

カット_その他

カット_講演

カット_若葉

カット_カレンダー

カット_ノート

カット_試験

カット_募集

カット_クラッカー

カット_家族

カット_手のひら

カット_本

普
通
救
命
講
習
会

救
急
医
療
講
演
会

おしらせ版
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精
神
科
医
が
ゆ
っ
く
り
と
話
を
聞
き
、

一
緒
に
考
え
ま
す
。

期
日　
９
月
５
日
㈭

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　
に
こ
に
こ
甘
楽

対
象　
こ
こ
ろ
の
病
気
・
不
調
（
不
眠
・

不
安
な
ど
）
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族

申
込
期
限　
８
月
29
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

に
こ
に
こ
甘
楽　

健
康
課
保
健
係

☎
(67)
５
１
５
９

　
「
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｉ（
お
ん
せ
い
）プ
ラ
ス
」

は
、
声
に
よ
る
認
知
機
能
チ
ェ
ッ
ク
や

血
圧
・
体
温
・
歩
数
な
ど
個
人
の
健
康

情
報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
管
理
す
る

シ
ス
テ
ム（
ア
プ
リ
）で
す
。

　

メ
イ
ン
機
能
は
、
当
日
の
日
付
と
曜

日
を
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
合
わ
せ
声
で
回
答

す
る
と
、
認
知
機
能
の
状
態
を「
維
持

で
き
て
い
る
」「
変
化
が
み
ら
れ
る
」の

二
択
で
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

（
認
知
症
を
診
断
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）

　

数
字
や
漢
字
を
使
っ
た
記
憶
の
体
操

な
ど
の
ゲ
ー
ム
機
能
も
装
備
し
て
い
ま

す
。※
ア
プ
リ
の
利
用
は
無
料
で
す
が
、

通
信
費
用
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

◎
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
希
望
す

る
人
に
、
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行

と
利
用
説
明
を
行
い
ま
す
。

対
象　
お
お
む
ね
40
歳
以
上
の
人

日
時　

毎
週
月
曜
日（
年
末
年
始
、
祝

日
を
除
く
） 

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所　
に
こ
に
こ
甘
楽 

「
に
こ
に
こ
サ

ロ
ン
」

※
来
所
で
き
な
い
人
に
は
、
郵
送
ま
た

は
メ
ー
ル
で
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
発

行
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

に
こ
に
こ
甘
楽  

福
祉
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
(67)
５
１
８
２

甘楽町役場　　☎74 - 3131（代）　 FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎67 - 7655（代）     FAX  67 - 7066（代）
甘楽町役場　　☎74 - 3131（代）　 FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎67 - 7655（代）     FAX  67 - 7066（代）

かぶら文化講座      富岡・甘楽４市町村の教育委員会連携による講座を開催します。  

　　　　　　　　　　　　　
（１講座だけの参加もできます。）

　対象者　18歳以上の人　/　定員　70人程度（先着順）
　受講料　無料　/　申込期限　８月 23日（金）
　申し込み・問い合わせ　町教育課社会教育係　☎ 64-8325

回 開催日時 学習内容 講　師 開催場所

１
9 月 2 日（月）

午後１時 30 分～３時 15 分

〈開講式〉
ふるさと回想記 創作の絵で語る

「下仁田町本宿の歴史と盛衰」

画家
黛 一子 氏

下仁田町
文化ホール

２
9 月 26 日（木）

午後１時 30 分～３時
天野八郎と西上州の詩人たち 東京学芸大学名誉教授

大井田 義彰 氏

南牧村立
なんもく学園

３
10 月 9 日（水）

午後１時 30 分～３時
石川の酒の魅力（かなざわ講座）

中村酒造株式会社
代表取締役社長
中村 太郎 氏

富岡市生涯
学習センター

４
10 月 23 日（水）

午後１時 30 分～３時

戦いの歴史
～こうして戦いは始まった～

元群馬県埋蔵文化財
調査事業団調査課長
坂口 一 氏

甘楽町文化会館

５
11月 6 日（水）

午後１時 30 分～３時 15 分

絹が結ぶ富岡市とフランス
（富岡製糸場世界遺産登録 10 周年記念）
〈閉講式〉

富岡市国際交流員
ヴェロニック ムーラン 氏

富岡製糸場

健
康
み
ま
も
り
ア
プ
リ 

「
Ｏ
Ｎ

Ｓ
Ｅ
Ｉ
プ
ラ
ス
」
の
ご
案
内

    
              

健　

康

健　

康

カット_おしらせ

カット_その他

カット_講演

カット_若葉

カット_カレンダー

カット_ノート

カット_試験

カット_募集

カット_クラッカー

カット_家族

カット_手のひら

カット_本

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
予
約
制
）

詳しくはこちら
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髙橋　快 くん（１歳４カ月・令和５年３月８日生まれ）

　髙橋　航平さん・あずみさんのお子さん（白倉）

　ママとブロックで遊ぶのが大好きで、パパと一緒にお風
呂に入るのも大好き　　　最近は「どうぞ！」が言えるよう
になり、読んでほしい絵本を「どうぞ！」といって手渡し
てくれます　　　いつも元気で楽しそうに笑っているか
ら、ママもパパも親戚もみんな快くんの笑顔にメロメロで
す　　お気に入りの場所は子育て支援センターと図書館で
す　　　周りの人に愛され、自分を愛する人になってね

広　告

かい
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